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本日のテーマ

１、研究におけるライブラリアンの役割
～英国研究図書館コンソーシアム（RLUK）と
英国芸術・人文科学研究会議（AHRC）によるレポートから～

２、TEIを中心としたDHとライブラリアンの
関わりについての調査報告
・University of Cambridge
・ King’s College London
・ British Library
・University of Oxford



１、研究におけるライブラリアンの役割
～英国研究図書館コンソーシアム（RLUK）と
英国芸術・人文科学研究会議（AHRC）によるレポートから～



研究におけるライブラリアンの役割（英国）①

Evidence Base. (2021), The role of academic and research libraries
as active participants and leaders in the production of scholarly research.
A Report for Research Libraries UK.

https://www.rluk.ac.uk/wp-content/uploads/2021/07/RLUK-Scoping-Study-Report.pdf

【調査期間】

研究の共同研究者および責任者としてのライブラリアンの役割と能力をさらに強化する【目的】

【回答】

研究におけるライブラリアンの役割についての調査（2021）
英国研究図書館コンソーシアム（RLUK）と英国芸術・人文科学研究会議（AHRC）が協働で実施

2021/2/1～ 2021/6/30

計323件 （ライブラリアンの回答：202件 研究者の回答：74件 ほか ）

https://www.rluk.ac.uk/wp-content/uploads/2021/07/RLUK-Scoping-Study-Report.pdf


研究におけるライブラリアンの役割（英国）②

過去5年間にライブラリアンが関与した
研究プロジェクトに参加したことがある。

・ライブラリアンが研究において、どのような役割を果たしているか
・今後どのような役割を果たす可能性があるか
・障壁や課題はどのようものがあるか
・さらに推進するために必要なことはなにか

？



研究におけるライブラリアンの役割（英国）③

研究に役立つライブラリアンのスキル

・コレクションに関する知識
・情報学の知識
・カタログ作成とメタデータ作成
・人と人、人と資料やツールをつなぐ…など

スキルが認識されていても
パートナーではなく、
サポーターという意識が強い

！

徐々に変化



【アカデミック】

・研究に役立つ新たな視点や発想がうまれる

・ネットワークと研究機会の創出

【ライブラリアン】

・研究と教育におけるコレクションの効果的な活用

・ライブラリアンに対する認識の変化

研究におけるライブラリアンの役割（英国）④

アカデミックな仕事は、９時から５時までのような体制ではないので、
時間外に働くことを期待されているようなものです。

研究参加が可能となるスキル・ベースを組織的に確保することが必要です。

研究を行うアカデミックな組織と、サポートするプロフェッショナルな組織とが
分断されているのが問題だと思う。

ライブラリアン参加
の

メリット

ライブラリアン
参加の課題



２、TEIを中心としたDHとライブラリアンの
関わりについての調査報告



DH調査のスケジュール（6/27～6/30）

UNIVERSITY OF CAMBRIDGE

6/27

King's College London BRITISH LIBRARY

UNIVERSITY OF  OXFORD

6/28 6/29 6/30



UNIVERSITY OF CAMBRIDGE

Cambridge Digital Humanities

・2017年に設立（2011年設立のCambridge Digital Humanities Networkが前身）
・人文科学部に拠点を置く（複数の学部や研究センター、図書館を横断）
・2022年に修士課程の学生の受け入れを開始。（2024年に博士課程開始予定）

【CDH Labs】
・図書館に拠点を置く
・研究と学習における、技術 (ソフトウェア) の専門知識とインフラ支援など

【ライブラリアン参加のメリット】
・研究に参加して図書館をアピールできる
・図書館と専門知識とのコラボレーションによる新たな発見



FIHRIST

イスラーム写本のオンラインカタログ
ケンブリッジ大学が中心となり公開
ライブラリアンがTEIでカタロギング

https://www.fihrist.org.uk/

UNIVERSITY OF CAMBRIDGE



KING'S COLLEGE LONDON

The Department of Digital Humanities

・1992年に創設。
・King‘s Digital Lab (KDL)と連携し、研究を推進する
・世界的なデジタル文化への関心の高まりに応え、アジア、アフリカ、オー
ストラリア、南北アメリカ、その他のヨーロッパの研究パートナーと協力。
・Research Excellence Framework (REF)2021で高く評価されるなど、
注目を集めている



KING'S COLLEGE LONDON

Digital Scholarship
（Libraries & Collections > research support > Digital Scholarship）

Projects and Data

・キングスカレッジアーカイブとスペシャルコレクションのデータを
使用した研究とデータの一覧
 学内、学外の研究コミュニティとの連携を推進している。

→TEIはKing‘s Digital Lab (KDL)のResearch software Analyst
中心の取り組み

https://www.kcl.ac.uk/library/collections/digital-scholarship



BRITISH LIBRARY

British Library Labs

・デジタルコレクションとデータの使用をサポート
・大英図書館スタッフ、研究者、ソフトウェア開発者、教育者、起業家、

アーティスト等と協力。
・ British Library Labs Awards Symposiumで優れたプロジェクトを表彰

Digital Scholarship Training Programme

・デジタルコンテンツと新技術について、
内部のスタッフに必要なスキルと知識を提供。

https://www.bl.uk/projects/british-library-labs

https://www.bl.uk/projects/digital-scholarship-training-programme



IAMSとTEI

IAMS(Integrated Archive and Manuscript System)
大英図書館のアーカイブと写本コレクションへのアクセスを
統一するための目録システム
→それまで、多岐にわたる言語・文字を使用した資料は、
個別に管理され、統一された目録はなかった

・IAMSで表現しきれない情報を表現する方法としてTEIを使用

外部資金による研究プロジェクトのために、ヘブライ語写本の
データを作成。
今後は、いかに簡単にTEIを作成するかが課題。

BRITISH LIBRARY



UNIVERSITY OF OXFORD

Digital Humanities @ Oxford

オックスフォード大学におけるデジタル・ヒューマニティーズとは、
人文科学部門に属する学部だけでなく、ボドリアン図書館、大学博物館、
ITサービス、そして社会科学部門、科学部門にも研究・技術的専門知識がある。

https://digital.humanities.ox.ac.uk/home



UNIVERSITY OF OXFORD

TEI
Finding Archives and Manuscripts Across Oxford's Unique Special Collections 
(FAMOUS) 
→アンドリュー・W・メロン財団の助成による3年間のプログラム
新検索システムにより、アーカイブと写本をより検索しやすくする

GLAM（Gardens, Libraries & Museums）
・植物園・図書館・３つの美術館の６機関が緊密に連携。
・資料のデジタル提供や研究の基板が整備されている。

https://www.bodleian.ox.ac.uk/about/libraries/our-work/famous



ありがとうございました

最後に…
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